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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　剛性ケーシング（１）；作動状態において第１圧力（Ｐｄ）を送出する第１圧力源（Ｄ
）に常時接続される前方室（３）と後方室（４）とをケーシング（１）の内部に画成する
可動壁（２）；ケーシング（１）の開口部（１９）に摺動可能に装架されたハブ（６）を
有し、可動壁（２）と一緒に動く空気圧ピストン（５）；前方室（３）に向かって指向す
る軸線駆動方向（Ｘ＋）に発揮される入力（Ｆｅ）及び軸線駆動方向（Ｘ＋）とは反対の
軸線戻り方向（Ｘ－）に主スプリング（７１）により発揮される主戻し力（Ｆｒｐ）から
成る、作動ロッドに作用する合力の関数として、休止位置と駆動位置との間でハブ（６）
内を移動できる作動ロッド（７）；ハブ（６）の孔（６１）内に収蔵され、作動ロッドに
よって駆動されるプランジャ（９）；及び、ハブ（６）の内周部に形成した固定環状弁座
（１０１）と、固定弁座（１０１）に同心をなしプランジャ（９）により支持された可動
環状弁座（１０２）と、プランジャ及びハブの両方に同心をなし前方環状閉止面（１１１
）を有する管状シャッタ（１１）とから成る三方弁（１０）を包含し、この前方面（１１
１）が、第１圧力（Ｐｄ）よりも高い第２圧力（Ｐａ）を送出する第２圧力源（Ａ）から
後方室（４）を隔離するように可動弁座（１０２）と選択的に相互作用するとともに、後
方室（４）を第２圧力源（Ａ）に接続できるように固定弁座（１０１）と選択的に相互作
用する空気圧ブレーキブースタにおいて、プランジャ（９）が、作動ロッド（７）に固着
された円筒形本体（９１）と、本体の前方停止部（９１１）と後方停止部（９１２）との
間で本体（９１）に対して軸線方向に摺動するように装架された所定の軸線方向長さ（Ｌ
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）のカラー（９２）とを包含し、カラー（９２）の前方部分（９２１）が円筒形本体（９
１）とハブの孔（６１）との間に嵌合し、カラー（９２）の後方部分（９２２）が、可動
弁座（１０２）を画成するフランジを形成し、前方停止部（９１１）と後方停止部（９１
２）が、カラー（９２）の軸線方向長さ（Ｌ）を超える距離（Ｅ）を互いに離間され、副
スプリング（１２）が、軸線戻し方向（Ｘ－）に指向しフランジ（９２２）を後方停止部
（９１２）に向けて押圧する第２の戻し力（Ｆｒｓ）を、フランジ（９２２）に発揮し、
ハブの孔（６１）及びカラー（９２）が、カラーに発揮される第２の戻し力（Ｆｒｓ）に
拘わりなくハブの孔（６１）に対してカラー（９２）を固定維持でき、結果として後方室
（４）を第２圧力源（Ａ）に接続できる第１及び第２可逆保持装置（１３，１４）を包含
し、この保持装置が、最小行程（Ｃ）に少なくとも等しい量を孔（６１）内へ押動されて
いるカラーによって作動されるとともに、主戻し力（Ｆｒｐ）の作用のもとで軸線戻り方
向（Ｘ－）に前方停止部（９１１）が移動したときにこの前方停止部により駆動されてい
るカラーによって作動解除され、前記保持装置（１３，１４）が開放弾性リング（１３）
と環状溝（１４）を包含し、このリング（１３）がこの溝内に一時的に収蔵されて、弾性
圧縮力を溝に発揮できることを特徴とする空気圧ブレーキブースタ。
【請求項２】
　請求項１記載のブースタにおいて、リング（１３）がハブの孔（６１）の内方溝（６１
１）内に収蔵され、溝（１４）がカラー（９２）に形成されていることを特徴とする空気
圧ブレーキブースタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は空気圧ブレーキブースタに関する。
【０００２】
　より詳細には、本発明は、剛性ケーシング；作動状態において第１圧力を送出する第１
圧力源に常時接続される前方室と後方室とをケーシングの内部に画成する可動壁；ケーシ
ングの開口部に摺動可能に装架されたハブを有し、可動壁と一緒に動く空気圧ピストン；
前方室に向かって指向する軸線駆動方向に発揮される入力及び軸線駆動方向とは反対の軸
線戻り方向に主スプリングにより発揮される主戻し力から成る、作動ロッドに作用する合
力の関数として、休止位置と駆動位置との間でハブ内を移動できる作動ロッド；ハブの孔
内に収蔵され、作動ロッドによって駆動されるプランジャ；及び、ハブの内周部に形成し
た固定環状弁座と、固定弁座に同心をなしプランジャにより支持された可動環状弁座と、
プランジャ及びハブの両方に同心をなし前方環状閉止面を有する管状シャッタとから成る
三方弁を包含し、この前方面が、第１圧力よりも高い第２圧力を送出する第２圧力源から
後方室を隔離するように可動弁座と選択的に相互作用するとともに、後方室を第２圧力源
に接続できるように固定弁座と選択的に相互作用するブレーキブースタに関する。
【０００３】
　この型式の装置は、例えば、特許文献ＵＳ－３,４７０,６９７、ＦＲ－２,５３２,０８
４及びＦＲ－２,６５８,４６６に記載されているように、先行技術から知られている。
【０００４】
　今日の調査では、運転者は、非常制動状態に遭遇した場合に、実際の危険性を過小評価
し、急速に制動した後、継続した強い制動が事故を回避するためには絶対必要である状況
のもとでも、制動を緩めてしまうことがわかっている。
【０００５】
　この観察から、未熟あるいはパニック状態の運転者の無分別な行動を緩和しようとする
多種の解決法が開発されている。
【０００６】
　本発明はこれに関連するもので、その目的は、急激な制動作用に引き続いて強い制動力
を継続するという問題に対する簡単な解決法を提供することにある。
【０００７】
　この目的のため、上記序文に従う本発明のブースタは、本質的に、プランジャが、作動
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ロッドに固着された円筒形本体と、本体の前方停止部と後方停止部との間で本体に対して
軸線方向に摺動するように装架された所定の軸線方向長さのカラーとを包含し、カラーの
前方部分が円筒形本体とハブの孔との間に嵌合し、カラーの後方部分が、可動弁座を画成
するフランジを形成し、前方停止部と後方停止部が、カラーの軸線方向長さを超える距離
を互いに離間され、副スプリングが、軸線戻し方向に指向しフランジを後方停止部に向け
て押圧する第２の戻し力を、フランジに発揮し、ハブの孔及びカラーが、カラーに発揮さ
れる第２の戻し力に拘わりなくハブの孔に対してカラーを固定維持でき、結果として後方
室を第２圧力源に接続できる第１及び第２可逆保持装置を包含し、この保持装置が、最小
行程に少なくとも等しい量を孔内へ押動されているカラーによって作動されるとともに、
主戻し力の作用のもとで軸線戻り方向に前方停止部が移動したときにこの前方停止部によ
り駆動されているカラーによって作動解除され、前記保持装置が開放弾性リングと環状溝
を包含し、このリングがこの溝内に一時的に収蔵されて、弾性圧縮力を溝に発揮できるこ
とを特徴としている。
【０００８】
　例えば、リングはハブの孔の内方溝内に収蔵され、溝はカラーに形成されている。
【０００９】
　本発明の他の特徴及び利点は、非限定的な例として添付図面を参照して行う本発明の下
記説明から明らかとなるであろう。
【００１０】
　本発明のブースタは、周知の態様で、剛性ケーシング１を形成する前方シェル１ａと後
方シェル１ｂを包含する。
【００１１】
　可動壁２がこの剛性ケーシング１の内部を密封態様で分割し、その内部に前方室３と後
方室４とを画成しており、作動状態における前方室３は、第１の比較的低い圧力Ｐｄを送
出する第１圧力源Ｄに接続される。
【００１２】
　空気圧ピストン５は可動壁２と一緒に動き、ケーシング１の開口部１９に摺動可能に装
架されたハブ６を有する。
【００１３】
　ブースタは、休止位置（図１及び２）と駆動位置（図３）との間でハブ６内を移動でき
る作動ロッド７によって作動され、このロッドの位置は、ブレーキペダル（図示しない）
により軸線駆動方向Ｘ＋にこのロッドに加えられる入力Ｆｅと、主戻しスプリング７１に
より反対方向Ｘ－に発揮される戻し力Ｆｒｐとの両方に因る。
【００１４】
　作動ロッド７によって駆動されるプランジャ９は、ハブ６の孔６１内に摺動可能に装架
されて、三方弁１０の状態を制御する。
【００１５】
　この弁１０は、本質的に、ハブ６の内周部に形成した固定環状弁座１０１と、固定弁座
１０１に同心をなしプランジャ９により支持された可動環状弁座１０２と、プランジャ及
びハブの両方に同心をなす管状シャッタ１１とから成る（図２及び３）。
【００１６】
　管状シャッタ１１は、プランジャ９の位置に応じて、可動弁座１０２あるいは固定弁座
１０１のいずれかと相互作用するようになっている前方環状閉止面１１１を有する。
【００１７】
　ブースタが休止状態にあるとき（図１及び２）、シャッタ１１の前方面１１１は可動弁
座１０２上に休止し、一般に大気圧から成る第２圧力源Ａから後方室４を隔離しており、
この圧力源は、第１圧力源Ｄの圧力Ｐｄよりも高い圧力Ｐａを送出する。
【００１８】
　対照的に、スプリング７１の戻し力Ｆｒｐよりも幾分大きい入力Ｆｅがロッド７に発揮
されると、この力Ｆｅはプランジャ９を駆動方向Ｘ＋に動かし、このことは、シャッタ１
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１の前方面１１１が固定弁座１０１上に休止したまま可動弁座１０２から離隔し（図３）
、そして後方室４が圧力源Ａに接続されることを意味する。
【００１９】
　後方室内へ進入する空気は、可動壁２を駆動方向Ｘ＋に押動し、マスターシリンダ２０
を駆動するのに用いられるブースト力を発生する。
【００２０】
　本発明によると、図２及び３によく示されているように、プランジャ９は、作動ロッド
７に固着された円筒形本体９１と、所定の軸線方向長さＬのカラー９２とを包含する。
【００２１】
　カラー９２は、本体９１に共に支持された前方停止部９１１と後方停止部９１２との間
で本体９１上を密封態様で軸線方向に摺動できるように装架されており、この前方停止部
９１１とこの後方停止部９１２は、カラー９２の軸線方向長さＬを超える距離Ｅを互いに
離間されている。
【００２２】
　カラー９２の前方部分９２１は、ハブの孔６１から円筒形本体９１を離している環状空
間内に嵌合し、半径方向においてこの空間を完全に満たしている。
【００２３】
　カラー９２の後方部分９２２はフランジとして形造られ、可動弁座１０２を支持する。
【００２４】
　副戻しスプリング１２が、軸線戻し方向Ｘ－に指向しフランジ９２２を後方停止部９１
２に向けて押圧する第２の戻し力Ｆｒｓを、フランジ９２２に発揮する。
【００２５】
　例えば円形断面の鋼製スナップリングから成る開放弾性リング１３は、ハブの孔６１の
内方溝６１１内に収蔵されて、カラー９２の周辺部に形成した溝１４と相互作用し、この
溝は、リング１３の断面の半径よりも小さい。
【００２６】
　溝１４内に一時的に収蔵されるようになっているリング１３は、スプリング１２により
カラーに発揮される第２の戻し力Ｆｒｓに抵抗することでカラー９２をハブの孔６１に対
して固定維持するに十分強いが、スプリング７１によりロッドに発揮される主戻し力Ｆｒ
ｐに抗してカラー９２をハブの孔６１に対して固定維持するには十分強くはない弾性圧縮
力を、この溝に発揮するように寸法づけられている。
【００２７】
　この特殊の構成が作動する態様は、次のとおりである。
【００２８】
　大きい入力Ｆｅが作動ロッド７に急速に加えられると、プランジャ９は、ピストン５の
ハブ６に対して、休止状態でリング１３を溝１４から離している最小行程Ｃに少なくとも
等しい行程を進む。
【００２９】
　後方停止部９１２により駆動方向Ｘ＋に駆動されたカラー９２は、溝１４がリング１３
に到達しあるいはこれを軸線方向に越えて移動するように、孔６１内へ押動され、この間
、可動弁座１０２はシャッタ１１の前方面１１１から大きく離隔し、従って後方室４は第
２圧力源Ａに接続される。
【００３０】
　この非常制動作用中、溝１４がリング１３を越えて移動してもしなくても、ブレーキペ
ダルが解放され始めると、すなわち入力Ｆｅが減少すると、リング１３は溝１４内へ入り
込むこととなり、この状態が図３に示されている。
【００３１】
　しかしながら、カラー９２の軸線方向長さＬが前方停止部９１１と後方停止部９１２を
離間している距離Ｅよりも小さいので、入力Ｆｅの引き続いての減少そして方向Ｘ－への
プランジャ９の戻り移動は、リング１３、溝１４、可動弁座１０２及び前方面１１１の相
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対位置に一時的に影響を及ぼさず、これらの位置は、スプリング７１の主戻し力Ｆｒｐに
よって引き戻される前方停止部９１１がカラー９２を引張って、溝１４をリング１３から
外さない限りは、図３に示された位置を保つのである。
【００３２】
　従って、この構成により、非常制動作用に続くブレーキ解放位相の大部分において弁１
０を広く開放維持し、そして、運転者の実際に加えた制動力により上記構成なしで得られ
る力よりも遥かに大きい制動力を加え続けることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明によるブースタの断面図である。
【図２】　休止状態で見た、本発明によるブースタのプランジャの断面図である。
【図３】　作動状態で見た、図２に部分的に示したブースタのプランジャの断面図である
。

【図１】 【図２】
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